
犬山市 都市整備部下水道課

令和５年度

犬山市下水道事業経営戦略改定審議会
（第３回）
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第１回審議会（R5年8月18日）
１．下水道事業の概要
２．犬山市下水道事業の現状分析
３．今後の課題

第２回審議会（R5年10月23日）
１．下水道計画区域について

第３回審議会（R5年12月22日）
１．下水道計画区域について
２．自己財源による下水道経営

を目指すための取り組みに
ついて

第４回審議会（R6年2月 頃）
１．下水道経営戦略について
２．下水道使用料について

第５回審議会（R6年3月 頃）
１．答申について

※審議会の内容は進捗により変更する場合が
あります。

審議会のスケジュール
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１－１．住民説明会

１－２．住民説明会の結果

１－３．下水道計画区域の見直し案（再説明）

１－４．下水道計画区域見直しの確定

１．下水道計画区域について
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１－１．住民説明会 別添資料を参照してください

１.下水道計画区域について
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⚫令和5年11月24日（金）および25日（土）に「公共下水道事業計画区域の見直し」に
ついて住民説明会を実施した。

⚫住民からの質疑については、事務局からの説明で理解が得られた。

項目 第1回 第2回

実施日
令和5年11月24日

(金)
令和5年11月25日

(土)

場所 楽田ふれあいセンター 南部公民館

時間
19：00
～

19：40

10：00
～

10：30

１－２．住民説明会の結果
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浄化槽に関する質疑一覧

１－２．住民説明会の結果
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下水道計画に関する質疑一覧

費用に関する質疑一覧

１－２．住民説明会の結果
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＜公共下水道計画区域の見直し案＞
現在の公共下水道計画区域から、市街化調整区域のうち具体的な整備計画がない区域
を合併浄化槽による処理区域に変更します。

見直し前 見直し後

見直し

１－３．下水道計画区域の見直し案（再説明）
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１－４.下水道計画区域見直しの確定

：下水道計画区域

：民間設置による集中浄化槽区域

：農業集落排水区域

：合併浄化槽区域

項目 単位 見直し前 見直し後

既計画区域

既整備区域

残整備区域 443.0 102.3

削除区域 0.0 340.7

計画区域 ha 1,556.1 1,215.4

概算事業費 11,075 2,558

差額
百万円

8,517

ha

1,556.1

1,113.1

■下水道計画区域の面積と概算事業費■見直し後の汚水適正処理構想図

今後の投資方針を確定させるため、本見直し計画で今後の検討を進めます。
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１．今後の課題確認

２．今後の経営状況に関する課題

（参考資料）今後の課題
（第１回審議会より）
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１．今後の下水道整備に関する課題

下水道計画区域の見直し

２．今後の維持管理に関する課題

管更生・布設替等の費用に重点配分する方針
※第２回審議会資料より

３．今後の経営状況に関する課題

今後の検討課題

１．今後の課題確認
（参考資料）
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２．今後の経営状況に関する課題

安心安全な下水道事業運営（経営）は必要不可欠であるため、自己財源による下水道事業の経営を目指す
必要があります。

•現状は多くの一般会計繰入金（下水道事業の運営のために、一般会計から下水道事業会計に繰

り入れるもの、主に都市計画税）を受けて事業運営を行っている（受けなければ事業運営が出来

ない）。

犬山市下水道事業の経営状況

•独立採算の原則から、経費回収率100％以上であることが求められている。

※独立採算の原則：下水道事業は、その事業に伴う収入によってその経費を賄い、自立性をもって事業を

継続していくことが原則とされている。

下水道事業の在り方

•下水道整備開始後４０年近くが経過し、初期に整備した下水道管などのインフラの更新等が今後

大きな財政ウエートをしめていく。

•少子高齢化や人口減少などにより、今後一般会計からの繰入金の確保が厳しくなっていくことが予測

される。

今後の犬山市下水道事業

（第１回審議会資料より）

（参考資料）
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２－１．取り組む課題

２－２．経営戦略について

２－３．一般会計繰入金の抑制

２－４．不明水の削減による経費の削減

２－５．経費回収率の向上

２－６．一般会計繰入金の抑制及び経費回収率の向上に向けて

２．自己財源による下水道経営を目指すための
取り組みについて
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経費回収率の向上

一般会計繰入金の抑制

２－１．取り組む課題

経営戦略の改定（国の方針について）

自己財源による下水道経営を目指すための
取り組む課題として、次の３点が挙げられる。
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⚫各公営企業は、将来にわたって安定的に事業を継続していくための、中長期的な
基本計画である「経営戦略」の策定が必要。

① 今後の人口減少等を加味した料金収入の的確な反映

経営戦略の見直しに当たり、盛り込む事項
（令和4年1月25日付 総務省自治財政局公営企業三課室長通知）

２－２．経営戦略について

⚫犬山市では、R2年度に「犬山市下水道事業 経営戦略」を策定済。

⚫経営戦略は概ね少なくとも5年に１回の頻度で見直すことが必要。

⚫経営戦略の改定がR7年度以降の国からの交付金の交付要件となっている。

② 減価償却率や耐用年数等に基づく施設の老朽化を踏まえた将来における所要の更
新費用の適切な反映

③ 物価上昇等を反映した維持管理費、委託費、動力費等の上昇傾向等の適切な反映

④ ①②③等を反映した上での収支を維持する上で必要となる経営改革
（料金改定、広域化、民間活用・効率化、事業廃止等）の検討
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２－２．経営戦略について

⚫「社会資本整備総合交付金交付要綱」において、下水道事業は、少なくとも5年に1
回の頻度で、下水道使用料の改定の必要性に関する検証を行い、経費回収率の
向上に向けたロードマップの策定および国土交通省へ提出し、検証結果の公表が
必要である。（要綱⑦）

下水道事業における社会資本整備総合交付金の交付要綱

①地域・規模等要件

②下水処理場における施設改築にあたっての
コンセッション方式導入検討要件

③下水処理場における施設改築にあたっての
施設統廃合検討要件

④汚泥有効利用施設新設に際しての
PPP／PFI手法導入要件

⑤「広域化・共同化計画」策定に係る要件

⑥公営企業会計の適用に係る要件

⑦使用料改定の必要性の検証に係る要件

⑧下水道革新的技術実証事業における
実証技術の導入検討要件

⑨PPP／PFI の導入に関する民間提案を
求め、適切な提案を採用する要件
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２－３. 一般会計繰入金の抑制

収益的収入の割合（雨水事業を除く）

⚫営業収益の下水道使用料は全体収益の約30％程度

使用料収入は
収入全体の約30％

一般会計繰入金
で収入全体の約30％

⚫約70％を営業外収益の長期前受金戻入や一般会計からの繰入金である他会計
補助金により賄っている。（R4年度決算）

⚫人口減少等で一般会計繰入金の確保が今後厳しくなるため抑制が必要

⚫公平な受益の観点から、一般会計繰入金は抑制すべき
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２－４．不明水の削減による経費の削減

⚫ 下水道管のひび割れ等から地下水等が管内に入り、汚水と一緒に処理場へ流入
することで流域下水道の汚水処理費用が発生する。（不明水）

⚫ 不明水の発生割合は、有収水量（料金の対象になる水量）と比較して約30％程度
（不明水の処理に要する費用は約1.1億円）

⚫ 不明水対策を推進し、不明水を減少させることで経費削減を図る
※現在は年間約２ｋｍの管更生を実施

有収水量と不明水の割合
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２－５．経費回収率の向上

⚫犬山市の経費回収率は、67.6％(令和3年度）

※出典：総務省下水道事業経営指標令和3年度下水道事業経営指標・下水道使用料の概要
＜経費回収率とは＞

下水処理に要した費用（使用料で回収すべき費用）を、使用料収入で賄えている程度を表した指標
「 使用料収入 ÷ 汚水処理費 」 より算出される。

R3犬山市実績 521,741千円 / 771,390千円 ※249,649千円が不足

⚫近隣市町（江南、小牧、岩倉、扶桑、大口 52.2～88.6％）の平均程度

⚫愛知県平均（76.8％）、全国平均（82.3％）に比べて低い。

⚫岐阜県の近隣市町村（88.6～128.1％）および岐阜県平均（88.9％）に比べて低い。

⚫公営企業の独立採算の原則から、経費回収率は100％以上を目指す必要がある。

処理場を有する自治体
（単独公共下水道） 岐阜県側の近隣自治体

処理場を有さない自治体
（流域関連公共下水道）

経費回収率
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⚫犬山市の近隣市町では、近年、春日井市、江南市、大口町が使用料を改定している。
⚫小牧市、岩倉市においても今後審議会を立ち上げ、使用料について検討していく予定である。

市町村名 審議会状況 使用料改定状況

春日井市 実施 R4年4月 改定

江南市 実施
R5年4月 改定

R9年4月 改定予定

小牧市 R5年度以降に実施予定 審議会にて検討中

岩倉市 R5年7月以降に実施予定 審議会にて検討中

大口町 実施 R5年4月 改定

扶桑町 ― ―

※出典：各市町村HP
・使用料改定状況は、消費税の増加に伴う改定を除く。
・扶桑町の審議会状況は、HPなどに公表されていないため、「－」とする。

２－５．経費回収率の向上
近隣市町の使用料改定状況（第１回審議会資料より）
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２－６．一般会計繰入金の抑制及び経費回収率の向上に向けて

一般会計繰入金を抑制し、経費回収率を向上させるためには・・・

⚫ 収入の増加

⚫ 経費の削減

• 下水道への接続率の向上等による有収水量の増加

• 不明水の減少による流域下水道の維持管理負担金の削減

物価上昇等を反映した適切な下水道使用料の検討を
行う必要がある

老朽化による維持管理費用の増加が見込まれており、経費
削減には限界がある

節水機器の普及や人口減少により減少傾向

• 下水道事業の広域化等による経費の削減

令和6年度から一宮建設事務所管内市町で下水道管の
共同調査・点検業務を実施予定

• 使用料収入を増やす


